
来
た
。
筆
舌
に
尽
き
せ
ぬ
感
無
量
、
嬉
し
さ
一
杯
、
Ｂ
子
さ
ん

と
叫
ぼ
う
か
、
Ｂ
子
と
呼
ん
で
飛
び
つ
こ
う
か
。
鳴
呼
再
会
の

望
み
は
無
情
に
も
、
神
は
我
に
与
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
惜
し

ん
で
も
、
惜
し
ん
で
も
、
帰
ら
ぬ
我
が
青
春
。
シ
ベ
リ
ア
が
憎

い
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

現
住
所
　
　
福
井
県
■
江
市
神
明
町
五
丁
目
四
―
五
十
七

本
籍
地
　
　
福
井
県
■
江
市
鳥
羽
中
町
十
六
―
二

生
年
月
日
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
五
日

入

隊
　
　
昭
和
十
九
年
二
月
十
日

関
東
軍
■
琿
六
一
二
部
隊

終
戦
時
の
居
住
地
　
満
州
国
黒
河
省
■
琿
南
丘
陣
地

入
ソ
日
　
　
昭
和
二
十
年
九
月
十
日

抑
留
地
　
ラ
イ
チ
ハ

作

業
　
炭
坑

引

揚
　
　
昭
和
二
十
三
年
八
月
十
二
日

引
揚
船
　
遠
州
丸

上
陸
地
　
舞

鶴

（
福
井
県
　
山
口
速
雄
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
の
帰
還
　 

神
奈
川
県
　
鈴
木
重
雄
　 

私
は
昭
和
十
九
年
十
二
月
、
東
部
第
六
部
隊
（
東
京
港
区
赤

坂
）
に
北
支
派
遣
軍
要
員
と
し
て
、
第
一
一
七
師
団
（
弘
）
一

四
六
八
部
隊
独
立
歩
兵
二
〇
四
大
隊
第
四
中
隊
に
入
隊
、
河
南

省
汲
県
で
大
隊
集
合
教
育
の
終
了
前
に
、
三
月
中
旬
老
河
口
作

戦
の
南
陽
攻
撃
に
参
加
の
た
め
教
育
は
中
止
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
五
月
に
師
団
に
対
し
満
州
転
出
の
命
令
が
出
る
。

関
東
軍
は
南
方
戦
線
に
転
出
の
た
め
、
六
月
二
十
八
日
山
海
関

を
通
過
、
関
東
軍
第
四
四
軍
、
本
郷
良
雄
中
将
（
奉
天
）
の
指

揮
下
に
入
り
、
八
七
旅
団
司
令
部
と
と
も
に
、
満
州
龍
江
省
白

城
子
飛
行
場
警
備
に
つ
き
、
対
ソ
連
戦
に
備
え
、
対
戦
車
爆
雷

訓
練
、
■
壼
掘
り
等
行
う
。

八
月
九
日
、
ソ
連
は
日
ソ
中
立
条
約
（
昭
和
二
十
一
年
四
月

ま
で
有
効
）
を
無
視
し
て
、
対
日
宣
戦
を
布
告
し
攻
撃
を
開
始



し
た
。
八
月
十
二
日
、
戦
線
縮
小
の
た
め
朝
鮮
に
向
け
て
列
車

で
南
下
行
動
に
入
り
、
八
月
十
五
日
大
賚
城
に
て
終
戦
の
情
報

あ
り
、
城
内
に
集
結
し
、
終
戦
の
「
承
詔
必
謹
」
と
決
ま
っ
た
。

八
月
十
六
日
新
京
駅
構
内
で
三
日
間
停
車
し
、
建
国
大
学
に
て

第
八
労
働
大
隊
を
編
成
（
一
四
八
九
名
編
成
）
し
、
八
月
二
十

二
日
黒
河
に
到
着
し
た
。
町
は
空
、
砲
撃
で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

惨
憺
た
る
状
況
で
し
た
。

翌
日
対
岸
の
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
で
食
糧
な
ど
貨
車
積

み
し
、
四
十
両
連
結
の
貨
車
に
乗
車
、
九
月
二
十
七
日
シ
ベ
リ

ア
、
チ
タ
州
西
部
の
チ
タ
と
バ
イ
カ
ル
湖
の
中
間
あ
た
り
に
位

置
す
る
、
ハ
ラ
グ
ン
第
五
一
五
収
容
所
に
到
着
し
た
。
十
月
三

日
よ
り
宿
舎
構
築
の
作
業
を
開
始
、
用
材
の
伐
採
、
運
搬
、
地

掘
り
な
ど
、
半
地
下
式
の
三
段
蚕
棚
で
、
十
月
中
旬
だ
と
い
う

の
に
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
か
ら
永
久
凍
土
と
岩
石
に
阻
ま
れ
、

作
業
の
進
渉
が
遅
れ
た
。

遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、
い
つ
ま
で
も
屋
外
の
テ
ン
ト
の
中

で
暮
ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
皆
必
死
で
頑
張
っ
た
。

こ
の
宿
舎
は
ド
イ
ツ
人
用
の
も
の
で
、
作
業
が
終
了
し
た
ら
帰

国
で
き
る
の
だ
と
い
う
デ
マ
が
ま
た
乱
れ
飛
ぶ
。
夜
間
作
業
の

地
掘
り
も
全
員
で
さ
せ
ら
れ
た
が
、
大
豆
粉
の
ど
ろ
ど
ろ
し
た

ス
ー
プ
を
飯
盒
の
蓋
一
杯
だ
け
、
時
た
ま
明
太
魚
の
乾
物
が
主

食
の
と
き
も
あ
っ
た
。
分
隊
毎
に
、
内
緒
で
食
べ
て
い
た
所
持

の
食
糧
も
残
り
少
な
く
心
細
く
な
っ
て
、
次
第
に
皆
の
顔
が
青

く
な
っ
て
き
た
。
私
た
ち
の
給
食
量
の
基
準
は
、
朝
パ
ン
二
百

グ
ラ
ム
、
砂
糖
九
グ
ラ
ム
、
昼
パ
ン
二
百
グ
ラ
ム
、
ス
ー
プ
と

カ
ー
シ
ャ
（
粥
）

、
夜
パ
ン
百
五
十
グ
ラ
ム
と
ス
ー
プ
だ
け
、
こ

れ
に
ノ
ル
マ
以
上
達
成
の
と
き
は
増
食
が
あ
っ
た
。

十
一
月
十
六
日
、
一
般
棟
四
、
管
理
棟
一
の
宿
舎
が
や
っ
と

完
成
し
て
、
天
幕
か
ら
移
動
し
た
。
天
幕
を
撤
去
す
る
に
も
、

バ
リ
バ
リ
に
氷
結
し
て
い
て
裂
け
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
間
口
十

メ
ー
ト
ル
、
奥
行
約
五
十
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
地
表
よ
り
約
三

メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
を
一
棟
と
し
、
小
さ
な
入
口
の
右
手
に
ペ
ー

チ
カ
、
真
ん
中
が
通
路
で
、
土
間
中
程
と
奥
に
各
一
個
、
計
三

個
の
ペ
ー
チ
カ
が
あ
り
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
で
両
側
が
寝
台
と

な
っ
て
い
る
。

床
板
は
板
な
ら
ま
だ
し
も
、
直
径
十
五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
丸

太
敷
で
、
上
中
下
三
段
の
蚕
棚
の
方
式
、
一
桝
毎
に
一
個
分
隊

の
割
り
当
て
て
で
あ
る
。
丸
太
の
上
で
寝
る
の
は
生
ま
れ
て
初



め
て
で
、
臥
薪
嘗
胆
と
い
う
中
国
の
諺
を
身
を
も
っ
て
体
験
し

た
。
こ
の
装
置
を
私
た
ち
は
二
段
、
三
段
装
置
と
名
付
け
て
い

た
。
最
上
段
は
暑
く
、
二
段
は
ほ
ど
よ
く
、
下
段
に
い
る
者
の

部
分
は
、
い
つ
も
霜
が
つ
い
て
い
る
。
今
日
も
零
下
二
十
度
は

下
る
ま
い
。

照
明
は
、
電
気
は
も
ち
ろ
ん
、
石
油
ラ
ン
プ
も
ガ
ラ
ス
窓
も

な
い
、
作
業
中
に
松
の
根
の
枯
れ
た
も
の
を
持
ち
帰
り
、
こ
れ

を
裂
き
、
缶
詰
の
空
き
缶
に
入
れ
、
つ
る
し
て
通
路
付
近
に
置

く
。
各
所
に
あ
る
の
で
、
起
床
す
る
と
、
誰
彼
と
な
く
煤
で
顔

が
真
黒
で
、
人
相
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
ペ
ー
チ
カ
の
薪
は
、

帰
り
に
各
人
適
量
を
持
ち
帰
り
燃
料
と
し
た
。

二
十
年
九
月
、
入
ソ
以
来
一
度
も
風
呂
ら
し
い
風
呂
に
入
っ

た
こ
と
も
な
い
。
体
を
拭
く
程
度
で
あ
る
が
「
零
下
二
十
度
」

に
も
下
が
っ
て
い
て
は
拭
き
よ
う
も
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
お

湯
は
雪
や
氷
を
ペ
ー
チ
カ
で
溶
か
す
な
ど
、
全
部
夜
間
に
し
か

で
き
な
い
。
こ
す
る
と
黒
い
垢
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
出
る
。
伐
採
作

業
は
一
層
厳
し
く
な
る
（
作
業
す
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
に
遠
く

な
り
、
到
着
が
遅
れ
、
ノ
ル
マ
を
消
化
す
る
の
に
苦
労
す
る
）

河
が
氷
結
し
て
水
が
少
な
い
（
河
底
は
わ
ず
か
に
流
れ
て
い
て

全
部
は
氷
結
し
な
い
）

。

死
ん
だ
よ
う
な
疲
労
感
、
シ
ラ
ミ
が
わ
く
、
栄
養
を
取
ら
れ

る
栄
養
失
調
、
死
亡
す
る
と
い
う
順
序
で
あ
る
。
朝
七
時
、
外

は
ま
だ
薄
暗
い
中
を
屋
外
に
整
列
し
、
私
た
ち
は
監
視
兵
の
来

る
の
を
待
つ
。
や
が
て
一
個
小
隊
の
兵
隊
が
門
に
到
着
、
通
訳

の
指
示
通
り
順
次
連
れ
ら
れ
て
行
く
。
収
容
所
を
出
る
前
に
人

員
点
検
を
す
る
が
、
四
列
縦
隊
で
は
計
算
が
で
き
な
い
の
で
、

五
列
で
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
一
名
が
隊
列
を
確
認
し
、

一
名
が
数
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
回
も
繰
り
返
す
。
兵
隊
で

も
将
校
に
し
て
も
、
簡
単
な
計
算
に
弱
い
の
で
驚
く
ほ
か
は
な

い
。私
た
ち
二
百
名
の
作
業
員
は
二
人
一
組
で
、
ピ
ラ
ー
二
人
挽

鋸
（
全
長
一
メ
ー
ト
ル
、
刃
幅
十
八
セ
ン
チ
、
厚
み
二
ミ
リ

位
）
タ
ポ
ー
ル
斧
（
全
長
六
十
セ
ン
チ
、
刃
幅
十
五
セ
ン
チ

位
）
各
一
挺
ず
つ
携
行
し
て
、
伐
採
現
場
に
行
く
の
で
あ
る
。

行
進
中
、
監
視
兵
は
前
後
左
右
に
各
一
名
配
置
さ
れ
、
三
十
分

く
ら
い
で
湿
地
帯
を
過
ぎ
、
幅
十
メ
ー
ト
ル
の
氷
上
を
渡
り
山

に
入
る
。
二
人
一
組
に
な
り
、
各
組
の
監
督
は
五
十
メ
ー
ト
ル

と
し
て
伐
採
を
開
始
す
る
（
間
隔
は
倒
木
に
よ
る
安
全
対
策
の



た
め
）
ノ
ル
マ
一
人
、
薪
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
も
の
、
高
さ
一
・

一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
、
計
一
組
で
四
立
方
メ
ー
ト

ル
、
細
い
木
だ
け
切
る
と
楽
だ
け
ど
、
量
が
出
な
い
。
太
い
木

だ
と
骨
が
折
れ
る
。
い
ず
れ
も
大
変
で
、
切
り
残
し
は
で
き
な

い
。
早
く
現
場
に
位
置
し
た
の
が
よ
い
。
厄
介
な
の
は
唐
松
で
、

根
だ
け
太
く
先
細
で
泣
く
。
切
株
は
斧
で
皮
を
は
ぐ
。
早
く
腐

ら
せ
る
た
め
、
枝
は
作
業
中
に
そ
の
場
で
全
部
焼
き
、
帰
る
ま

で
に
完
全
に
火
を
消
す
。

生
ま
れ
て
初
め
て
の
樵
な
の
で
、
全
然
進
行
し
な
い
の
で
焚

き
火
を
し
て
い
る
と
、
監
視
兵
が
足
蹴
り
し
て
火
を
消
し
、
ダ

ワ
イ
ラ
ボ
ー
タ
（
早
く
作
業
を
し
ろ
）
と
け
し
か
け
る
、
何
と

口
惜
し
く
思
っ
た
こ
と
か
。

や
は
り
私
た
ち
は
ソ
連
の
俘
虜
で
何
を
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
。
監
視
兵
は
私
た
ち
よ
り
先
輩
の
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ベ
ッ
サ
ラ

ビ
ア
人
で
、
彼
ら
は
帰
国
し
た
残
留
組
で
、
自
分
た
ち
も
早
く

帰
る
た
め
に
も
、
毎
日
の
ノ
ル
マ
を
完
遂
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
二
～
三
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
す
ぐ
に
来
て
、
ダ
ワ
イ

ダ
ワ
イ
と
自
動
小
銃
（
通
稱
マ
ン
ド
リ
ン
弾
薬
七
十
二
発
入

り
）
を
向
け
て
、
す
ぐ
発
砲
す
る
構
え
を
し
て
驚
か
す
。
ダ
ワ

イ
は
入
ソ
し
て
一
番
最
初
に
覚
え
た
ロ
シ
ア
語
で
す
。

帰
り
道
、
収
容
所
の
方
向
に
真
赤
な
死
体
を
焼
く
炎
が
見
え
、

今
日
も
ま
た
仲
間
が
死
ん
だ
の
か
と
、
重
い
足
取
り
で
話
し
な

が
ら
帰
営
す
る
。
昭
和
二
十
一
年
秋
ご
ろ
よ
り
昭
和
二
十
三
年

頃
ま
で
、
相
当
な
民
主
主
義
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
旧
軍
隊

の
階
級
制
は
急
に
影
を
ひ
そ
め
て
行
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
日
、
日
中
で
も
太
陽
が
悲
し
そ
う

に
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た
光
し
か
与
え
て
く
れ
な
い
。
こ
の
気
温

は
零
下
四
十
五
度
を
超
え
る
だ
ろ
う
。
焚
き
火
を
し
て
も
、
し

ば
ら
く
の
間
、
炎
に
手
を
か
ざ
し
て
い
な
い
と
、
暖
か
み
が
感

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
寒
い
と
か
痛
い
と
か
い
っ
た
の
が
正
し
い
表

現
と
思
う
。

手
を
見
る
と
、
右
指
が
■
燭
の
よ
う
な
乳
白
色
を
し
て
い
る
。

ひ
ど
い
凍
傷
だ
。
交
互
に
指
を
こ
す
っ
て
も
、
少
し
も
普
通
の

色
に
は
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
と
き
に
、
火
に
か
ざ
す
の
は
絶

対
禁
物
で
、
雪
で
赤
く
な
る
ま
で
こ
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
監
視

兵
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
で
、
彼
も
自
分
の
指
を
出
し
て
見
せ
た

が
、
凍
傷
の
跡
だ
っ
た
。

支
給
さ
れ
た
防
寒
帽
は
大
し
た
効
果
も
な
い
。
眉
毛
、
髭
な



ど
呼
吸
で
白
く
な
っ
て
い
る
。
冷
た
い
と
か
寒
い
と
か
、
そ
ん

な
生
易
し
い
も
の
で
な
く
、
凍
み
る
よ
う
に
全
身
、
特
に
手
足

の
先
の
痛
み
が
ひ
ど
い
。
凍
傷
の
原
因
は
、
血
液
の
循
環
が
寒

さ
の
た
め
に
悪
く
な
っ
た
と
き
に
、
湿
気
の
あ
る
不
潔
部
分
が

か
か
る
。
私
も
右
薬
指
、
右
足
踵
を
や
ら
れ
た
。
黄
色
の
リ
バ

ノ
ー
ル
液
の
消
毒
液
だ
け
の
処
置
で
、
治
療
し
た
指
先
が
短
く

な
り
、
指
紋
が
薄
れ
る
。
踵
も
同
じ
で
角
の
部
分
が
丸
く
な
り
、

長
期
間
た
つ
と
硬
化
し
て
、
ナ
イ
フ
で
削
り
取
る
。
仲
間
に
も
、

鼻
に
か
か
り
、
な
く
な
っ
た
者
を
見
た
。
何
と
も
か
わ
い
そ
う

で
な
ら
な
か
っ
た
。

酷
寒
と
給
与
不
充
分
で
栄
養
失
調
と
な
り
、
室
内
軽
作
業
を

す
る
。
こ
の
時
期
が
あ
っ
た
の
で
命
拾
い
を
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
、
経
理
小
隊
に
入
り
、
倉
庫
へ
の

搬
入
作
業
な
ど
や
り
、
健
康
回
復
し
た
後
中
隊
に
復
帰
し
た
。

駅
分
所
、
ソ
連
側
の
指
示
に
よ
り
下
車
し
た
と
こ
ろ
は
ハ
ラ

グ
ン
駅
で
、

貨
車
積
み
込
み
の
人
員
を
出
す
よ
う
命
令
が
来
た
。

伐
採
作
業
を
開
始
し
て
か
ら
、
大
量
に
野
積
み
さ
れ
た
薪
や
建

築
用
材
の
積
み
出
し
で
あ
る
。

冬
季
＝
伐
採
地
の
季
節
は
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込
み
作
業

＝
駅
で
は
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
お
ろ
し
と
集
積
作
業
＝
貨
車
積
み
込

み
作
業
、
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
さ
れ
る
。

な
ぜ
冬
に
伐
採
か
と
い
う
と
、
木
の
外
皮
か
ら
中
心
に
五
～

六
セ
ン
チ
寒
さ
の
た
め
凍
っ
て
い
る
の
で
、
脂
が
鋸
に
つ
き
に

く
い
の
で
、
切
り
易
い
た
め
で
す
。

運
搬
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
援
助
物
資
で
供
与
さ
れ
た
、

ス
チ
ュ
ー
ド
ベ
ー
カ
ー
社
の
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
が
主
に
使
用
さ
れ
、

威
力
を
発
揮
し
た
。

山
か
ら
切
り
出
し
た
建
築
用
材
（
全
長
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、

末
口
三
十
セ
ン
チ
以
上
）
を
積
み
込
み
、
そ
の
日
の
最
終
便
に

便
乗
し
た
が
、
荷
崩
れ
を
起
こ
し
、
危
な
く
丸
太
の
下
敷
き
に

な
り
、
落
命
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
積
み
込
み
作
業
は
昭
和
二

十
三
年
一
月
ま
で
続
い
た
。

五
月
二
十
五
日
、
病
弱
者
二
百
名
は
療
養
の
た
め
「
チ
タ
」

中
間
集
結
地
病
院
に
入
院
し
、
軽
作
業
な
ど
を
し
た
。

六
月
二
十
九
日
、
帰
国
の
た
め
、
一
個
梯
団
は
貨
車
輸
送
に

よ
り
「
チ
タ
駅
」
を
出
発
。

七
月
七
日
、
帰
国
予
定
が
変
更
に
な
り
「
イ
マ
ン
」
沿
海
州

地
区
の
小
さ
な
駅
に
下
車
し
、
道
路
補
修
作
業
で
、
路
面
お
よ



び
側
溝
に
従
事
す
る
。
変
更
は
、
日
本
か
ら
帰
還
船
を
寄
越
さ

な
い
か
ら
と
言
わ
れ
た
。

七
月
七
日
か
ら
始
ま
っ
た
道
路
補
修
作
業
は
延
べ
二
百
四
十

キ
ロ
に
達
し
十
月
十
八
日
に
終
了
し
た
。
そ
の
間
、
桶
屋
の
経

験
者
の
募
集
が
あ
り
二
名
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
日
本
に
何
が

何
で
も
帰
る
と
い
う
執
念
か
ら
応
募
し
許
可
さ
れ
た
。
■
の
補

修
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
■
、
そ
れ

も
ま
し
て
ビ
ヤ
■
で
、
仲
間
二
人
で
考
え
る
だ
け
で
作
業
な
し
。

そ
れ
で
も
食
欲
は
一
人
前
で
、
倉
庫
に
あ
る
キ
ウ
リ
、
ト
マ
ト

の
塩
漬
け
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
帰
り
は
民
間
人
が
迎
え
に

き
て
、
一
週
間
か
ら
十
日
間
く
ら
い
は
天
国
で
し
た
。

道
路
補
修
に
し
て
も
、
天
候
は
安
定
し
て
い
て
、
休
業
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ノ
ル
マ
は
決
め
ら
れ
て
い
て
、

監
督
が
ト
ラ
ッ
ク
に
私
た
ち
を
乗
せ
て
、
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と

所
々
に
置
い
て
、
交
互
に
向
か
い
合
っ
て
、
両
側
の
路
面
と
側

溝
の
除
草
、
穴
埋
め
な
ど
し
た
が
、
当
時
未
舗
装
だ
し
、
通
過

す
る
車
も
少
な
く
、
案
外
と
楽
な
作
業
で
あ
っ
た
。
寒
く
も
な

し
、
畑
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
掘
り
残
し
な
ど
い
た
だ
き
、
食
糧
の

足
し
に
し
た
。

彼
ら
も
大
陸
的
で
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
ノ
ル
マ
の
収
穫
を
あ
げ

れ
ば
そ
れ
で
済
み
で
、
後
は
国
家
で
保
証
し
て
く
れ
る
と
い
う

考
え
だ
か
ら
、
掘
り
残
し
な
ど
問
題
な
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ

る
。そ
の
後
で
、
ソ
連
工
兵
隊
将
校
官
舎
で
の
雑
役
、
薪
切
り
割

り
、
室
内
の
石
灰
塗
り
な
ど
を
し
た
が
、
石
灰
塗
り
に
は
閉
口

し
た
。
石
灰
を
水
で
溶
き
、
刷
毛
で
塗
る
の
だ
が
、
長
時
間

や
っ
て
い
る
と
指
に
穴
が
あ
き
、
ヒ
リ
ヒ
リ
と
痛
く
治
り
に
く

か
っ
た
。
こ
の
家
の
主
人
は
モ
ン
ゴ
ル
系
の
少
佐
で
、
黒
髪
黒

目
で
親
し
み
が
も
て
ま
し
た
。
作
業
が
終
わ
る
と
黒
パ
ン
や
タ

バ
コ
な
ど
く
れ
ま
し
た
。

工
兵
隊
だ
か
ら
、
車
庫
に
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
ま
し

た
が
、
格
納
す
る
と
き
に
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
の
水
を
抜
い
て
い

る
の
を
見
た
が
、
停
止
す
る
と
き
必
ず
や
る
こ
と
で
、
五
十
年

も
前
だ
か
ら
し
よ
う
が
な
い
。
翌
日
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ら
焼

け
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ
う
。

道
路
作
業
中
に
、
浅
い
大
き
な
水
溜
ま
り
を
見
つ
け
、
中
に

入
っ
た
ら
貝
（
カ
ラ
ス
貝
）
片
手
の
掌
く
ら
い
の
大
き
さ
、
幅

八
セ
ン
チ
、
長
さ
十
三
セ
ン
チ
く
ら
い
で
、
縦
に
び
っ
し
り
■



間
な
く
あ
る
で
は
な
い
か
。
早
速
に
実
を
取
り
出
し
、
飯
盒
で

茹
で
、
皆
で
食
べ
た
が
、
美
味
で
胃
を
充
分
満
た
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
を
長
期
に
食
べ
よ
う
と
思
い
、
天
日
乾
燥
し
た
が
だ
め

だ
っ
た
。

移
動
作
業
な
の
で
、
時
間
も
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ビ
タ

ミ
ン
の
補
給
に
は
、
ア
カ
ザ
や
タ
ン
ポ
ポ
の
葉
を
摘
み
、
茹
で

て
よ
く
食
べ
た
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
駅
で
は
経
理
分
隊
で
、
貨
車
よ
り
倉
庫
へ
の

荷
お
ろ
し
や
移
動
作
業
な
ど
し
た
。
岩
塩
を
初
め
て
見
て
驚
い

た
。
淡
い
水
色
を
し
て
お
り
、
山
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
と
い
う
。

無
蓋
車
に
無
造
作
に
積
ん
で
あ
っ
た
。
塩
と
い
え
ば
海
水
に
し

か
含
ま
れ
て
い
な
い
と
思
っ
た
。
何
を
煮
炊
き
す
る
に
も
、
味

つ
け
に
塩
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
品
で
あ
る
。
無
蓋
車
よ

り
少
々
失
敬
し
て
、
そ
の
ま
ま
使
っ
た
ら
気
分
が
悪
く
な
り
、

げ
ぼ
げ
ぼ
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
で
仲
間
に
聞
い
た
ら
、
ニ
ガ

リ
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
教
わ
り
、
一
つ
利
口
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
穀
物
の
運
搬
も
あ
っ
た
の
で
、
各
人
が

見
つ
か
ら
な
い
く
ら
い
の
少
量
を
い
た
だ
き
、
宿
舎
で
皆
で
食

べ
た
。
こ
の
と
き
は
十
名
く
ら
い
で
短
期
間
で
あ
っ
た
の
を
記

憶
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
二
年
も
終
わ
り
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
十
八
日
、

帰
国
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
九
台
で
、
約
二
百
キ
ロ
輸
送
さ
れ
、
小

さ
な
駅
に
到
着
し
、
一
時
待
機
し
た
。
一
月
二
十
日
客
車
で
集

結
地
「
ナ
ホ
ト
カ
」
に
向
け
て
出
発
し
て
、
第
五
一
分
所
に
到

着
し
た
。
一
月
二
十
四
日
第
三
八
〇
収
容
所
―
第
一
収
容
所
―

第
四
収
容
所
と
移
動
し
、
一
月
二
十
八
日
第
五
三
収
容
所
へ
入

り
（
日
本
か
ら
帰
還
船
を
寄
越
さ
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
）
五

月
末
ま
で
、
ナ
ホ
ト
カ
港
の
見
え
る
各
所
の
作
業
所
で
倉
庫
の

荷
物
の
搬
出
入
な
ど
の
軽
作
業
を
し
た
。

食
事
は
と
て
も
よ
く
、
白
米
に
魚
な
ど
充
分
で
、
ド
ラ
ム
缶

に
入
っ
た
バ
タ
ー
な
ど
少
々
い
た
だ
き
つ
つ
、
体
重
は
六
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上
に
も
な
り
、
元
気
も
回
復
し
、
帰
国
間
近
し
を

信
じ
労
働
す
る
。

六
月
三
日
、
第
五
三
収
容
所
よ
り
第
一
収
容
所
に
入
り
、
縫

製
工
と
し
て
突
撃
隊
に
入
る
。
こ
れ
は
本
当
の
名
目
だ
け
で
、

ミ
シ
ン
な
ど
さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

六
月
十
三
日
、
第
三
収
容
所
に
入
る
（
持
ち
物
の
一
斉
検

査
）
書
い
た
も
の
は
、
一
切
国
外
持
ち
出
し
禁
止
で
、
発
見
さ



れ
れ
ば
残
留
に
な
り
、
奥
地
に
逆
送
す
る
と
驚
か
す
。

六
月
十
五
日
、
ナ
ホ
ト
カ
出
港
、
恵
山
丸
（
三
千
九
百
四
十

六
ト
ン
）
に
乗
船
。

六
月
十
八
日
、
舞
鶴
港
に
入
港
、
入
浴
検
査
、
支
給
品
、
聞

き
取
り
調
査
な
ど
を
終
わ
り
六
月
二
十
二
日
現
住
所
に
帰
宅
す

る
。最
後
に
、
お
蔭
様
で
生
き
て
無
事
に
帰
っ
て
来
た
者
と
し
て
、

亡
き
戦
友
の
こ
と
を
少
し
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
死
に
方
は
実
に
簡
単
で
、
病
室
で
少
し
前
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

な
思
い
出
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
す
や
す
や
と
永
遠
の
眠
り

に
つ
い
た
り
、
ま
た
起
床
し
て
み
る
と
、
パ
ン
を
口
に
入
れ
た

ま
ま
冷
た
い
屍
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
、
垢
だ

ら
け
の
下
着
に
は
胡
麻
を
ま
い
た
よ
う
に
シ
ラ
ミ
が
た
か
っ
て

い
る
。
別
に
自
分
と
し
て
も
変
な
感
じ
も
せ
ず
、
不
感
症
に
か
か
っ

た
よ
う
な
も
の
で
す
。
死
体
は
裸
体
の
ま
ま
外
へ
出
し
て
あ
る

の
で
酷
寒
の
た
め
硬
化
し
て
い
る
。
唯
物
的
な
考
え
が
か
く
す

る
も
の
か
、
自
分
自
身
驚
い
た
。

戦
友
の
墓
掘
り
も
容
易
で
な
く
、
大
十
字
鍬
（
ツ
ル
ハ
シ
）

を
振
り
お
ろ
し
て
も
一
向
に
受
け
付
け
ず
、
地
表
よ
り
四
十
～

五
十
セ
ン
チ
く
ら
い
か
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
掘
る
よ
う
な
も
の

で
は
ね
返
っ
て
く
る
。
枯
れ
木
を
集
め
て
焚
き
火
を
し
、
少
し

ず
つ
掘
り
下
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
作
業
も
三
級
（
作
業

休
）
の
病
人
が
や
る
の
だ
か
ら
、
能
率
は
な
お
さ
ら
悪
い
。
次

は
俺
の
番
か
な
と
い
う
恐
怖
が
頭
の
中
を
か
す
め
る
の
で
す
。

昭
和
二
十
年
末
よ
り
二
十
一
年
中
頃
ま
で
、
火
葬
は
絶
え
間

な
い
。
こ
の
地
区
だ
け
で
も
約
七
百
五
十
名
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
た
か
ら
驚
く
ほ
か
は
な
い
。

不
法
な
抑
留
中
、
帰
国
を
夢
見
つ
つ
、
尊
い
命
を
な
く
さ
れ

た
多
く
の
犠
牲
者
に
衷
心
よ
り
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

現
住
所
　
　
神
奈
川
県
小
田
原
市
国
府
津
町
一
六
九
五

本
籍
地
　
　
神
奈
川
県
小
田
原
市
国
府
津
町
一
六
九
五

生
年
月
日
　
大
正
十
四
年
九
月
十
八
日

入

隊
　
　
昭
和
十
九
年
十
二
月
十
日

東
部
第
六
部
隊

終
戦
時
の
居
住
地
　
新
京
郊
外
病
馬
■



入
ソ
日
　
　
昭
和
二
十
年
九
月
一
日

抑
留
地
　
ザ
バ
イ
カ
ル
州
ハ
ラ
グ
ー
ン

作

業
　
伐
採

引

揚
　
　
昭
和
二
十
三
年
六
月
十
八
日

引
揚
船
　
恵
山
丸

上
陸
地
　
舞
鶴

（
神
奈
川
県
　
片
山
正
二
）

終
戦
前
後
と
抑
留
秘
話
　 

島
根
県
　
松
浦
進
　 

興
安
嶺
山
麓
の
攻
防

満
蒙
の
守
備

南
方
で
は
米
軍
の
猛
攻
で
熾
烈
な
戦
い
が
続
き
、
沖
縄
本
島

の
陥
落
が
決
定
的
と
な
っ
た
昭
和
二
十
年
六
月
・
安
部
孝
一
中

将
の
率
い
る
満
州
一
〇
七
師
団
一
万
三
千
余
名
は
、
阿
爾
山
地

区
を
守
備
増
強
す
る
た
め
哈
爾
浜
を
出
発
し
て
五
叉
溝
に
移
駐

し
た
。

こ
の
地
は
大
興
安
嶺
の
険
し
い
山
並
が
連
な
り
、
裾
野
は
荒

漠
と
し
た
大
草
原
で
遠
く
外
蒙
に
達
し
野
獣
が
出
没
す
る
辺
境

で
あ
っ
た
。

戦
史
に
よ
る
と
〝
ハ
ロ
ン
ア
ル
シ
ャ
ン
は
温
泉
湧
出
し
、
此

処
に
僅
か
な
駐
屯
隊
が
孤
立
配
備
さ
れ
北
方
海
拉
爾
か
ら
南
方

熱
河
地
区
に
至
る
広
大
な
間
■
に
は
一
兵
の
配
置
も
無
か
っ

た
〟
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
ソ
連
兵
に
よ
る
国
境
侵
犯
が
頻
発

し
双
方
の
小
競
合
い
が
続
い
て
い
た
。

師
団
将
兵
は
幕
舎
生
活
を
営
み
、
連
日
陣
地
構
築
を
急
い
で

い
た
。
私
は
歩
兵
一
七
八
連
隊
（
二
〇
九
部
隊
）
兵
器
室
に
所

属
し
、
十
数
名
の
技
術
隊
員
と
測
量
器
材
を
担
い
で
山
越
え
谷

を
渡
っ
て
標
高
測
点
を
設
置
す
る
こ
と
が
日
課
で
、
山
頂
の
要

害
で
は
強
者
達
が
炎
天
の
も
と
で
汗
と
埃
に
ま
み
れ
て
岩
肌
の

堀
削
に
励
ん
で
い
た
。

し
か
し
満
ソ
国
境
は
日
毎
に
風
雲
急
を
告
げ
て
お
り
予
断
を

許
さ
な
い
緊
迫
し
た
情
況
で
あ
っ
た
。

ソ
連
軍
参
戦

八
月
九
日
未
明
・
静
間
を
破
る
飛
行
音
で
眼
を
覚
し
舎
外
に

飛
び
出
て
見
る
と
、
赤
星
印
を
着
け
た
偵
察
機
が
低
空
を
二
・




